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釜山～博多110浬

アリランレース第6回

総合優勝はくさくら>号(YA36)

NORC広報部広報委員長堀田総八郎

NORC玄海支部主催の第6回アリラン・レースは，

;"j"
今年も各地から，新鋭艇や大型艇が集まり，エント

リーは31艇になりました。数こそは第5回と同じながくアリランレースの歴史〉
ら，艇の大型化で，参加数は前回の20％増の220人に今年で10年を迎えたこのアリランレースは，当初は

もなりました。「釜山レース」と呼ばれていました。主催も長崎の江

主催する玄海支部では，事前の準備のために何度も良新氏を会長とする，九州外洋帆走協会(KOSA)の

渡韓。毎度ながらそのしんどさに今回でやめよう……福岡支部でした。それまでに，単独で韓国へ渡ってい

と言う声も出ましたが，西内海支部の熱意や，最近のたヨットマンの土産話の中から「どうせやるなら，日

韓国のヨットマン達の情熱に押され，「このレースは，本で唯一の2国間，国際ヨットレースにしよう.ﾉ」と
こう

単に主催者だけのものではないと」と再認識。今後もいう話が，このレースの噴矢となりました。

続けていくことになりました。以来10年，49年の第2回開催後，金大中事件もあっ

〈アリランレースの歴史〉

今年で10年を迎えたこのアリランレースは，当初は

「釜山レース」と呼ばれていました。主催も長崎の江

良新氏を会長とする，九州外洋帆走協会(KOSA)の

福岡支部でした。それまでに，単独で韓国へ渡ってい

たヨットマンの土産話の中から「どうせやるなら，日

本で唯一の2国間，国際ヨットレースにしよう.ﾉ」と
こう

いう話が，このレースの噴矢となりました。

以来10年，49年の第2回開催後，金大中事件もあっ

て，第3回は,昭和52年に,NORC西内海支部から「の

れん分け」してもらって玄海支部が発足したのを機会

に，名称も「アリランレース」と変更しました。そし

て開催年も隔年とし，目的も日韓親善を第一に盛り込

んだレースにすることになりました。

〈艇の大型化と女性の参加増える〉

始めは，1/4トンやミニトンが主流だったこのレー

スも，今回は，2トンクラスが6艇と，ぐっと大型化

したのが目立ちました。西内海支部からは,DOU42

の広島の<KAZU>,同じく徳島のくビッグパル>,そ

れに広島のく美美〉（パンナム優勝艇の改良型TA39)

を中心に7艇が参加。これに対して玄海支部は，

DOU42のく玄祐>,新鋭VD41のくマリエ>,コースレ

コードを持つくジグザグ>(F-38)など24艇がエント

●
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リーしました。

話題はどの艇がファーストホームをするか，横山30

の3艇や，ヤマハ30S3艇など，同型艇同志の争いも

また興味の的でした。

女性の参加も，3回連続出場のくカラコルム〉艇長

の片倉静江さん始め，夫婦参加2回目のくキャピテー

ヌ〉の松雪艇長夫人真知子さんなど9名と，例年の3

倍となりました。

最年少では<KAZU>の有田一郎艇長令息の一喜

君(10歳）の参加など，ファミリー化が目立ちました。

〈釜山ヨット協会の5人が体験航海〉

このアリランレースの1年ほど前から，事務局が受

入地の釜山へ何度もコンタクトをとりに出かけました

が，同じように韓国からも，何度も日本のヨットハー

バーの施設視察に見えました。福岡市立の小戸ヨット

ハーバーにも，釜山市の港湾局の方，それに，釜山ヨッ

ト協会の役員も見え，福岡のヨット界も，横の連絡を

ヨット体験航海に参加した釜山ヨット協会のメンバー

とりながら案内をしました。そしてその話の中から，

釜山ヨット協会のメンバー5人を，主催者の招待で，

博多～釜山間を体験航海に乗艇して頂きました。

〈メイ・ストームで，出国遅れる〉

4月29日午前｡例年なら出国手続きを終えた艇から，

次々と集結地対馬へ向けて出港しているころに，玄界

灘には25m/sの風が吹き荒れ~てい

ました。980m/bの小型台風並の低

気圧が日本海で発達，フェーン現象

をもたらして，東北各県に山火事を

（
）

第6回アリランレース成績表
フリー｜‐

(素二f､）着順 所要時間 修正時間 順位艇 潴 艇極 発生させました。風は，この低気圧

めがけての高気圧からの吹き込みで

した。

このため,小戸ヨットハーバーや，

下関港に集結していた参加艇は出港

できず，港に釘づけされたまま。こ

の風を突いて，下関を出港した松山

のくスティング>(YA33)が，響灘

の白島付近でディスマスト。下関港

に帰ってきたと言う知らせが，午後

2時に入りました。それでも全員無

事という知らせに，福元玄海支部長

以下胸をなでおろしました。夜に

なっても風は強まるばかり。午後9

時に，気象台から天気図をとりよせ

検討。午後11時に再三の艇長会議を

開き，出発を30日の未明に決定しま

した。

秋丁火のページェントに感激/〉

心配された風もおさまり，各艇は

次々と集結地対馬の比田勝をめざし

ました。そして5月1日0時，比田

勝港を各艇が一列縦隊で出港しまし

た｡30艇もの船が縦列行進するのは，

昔の帝国海軍の観艦式ぐらいのもの

ではないかなと思いながら，高く低

く輝くマスト灯や両舷灯の美しさに

全員眠さを忘れ見とれたものでし
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前に抱いたと同じような熱い期待を胸に抱いている様

子が，ひしひしと伝わってきました。

《揺藍期の篝国ヨット界だが……》

我々は，この会合に先だって，釜山周辺のヨット関

係の施設を見学してまわりました。まず，セールメー

カーですが，ここはまだディンギーだとか，ウインド

サーフィンなどのセールを細々とつくっているだけで

した。

まだ韓国ではヨットは贄沢品ということで，税金が

62.5％もかかるそうです。うっかり自作をしようもの

なら，税務署から艇を追跡され課税されるとか.…..。

それでもディンギーは釜山で30パイ，仁川付近で150

パイ練習をしているとのことでした。

しかし干満差が9mもある仁川付近は，ヨット競技

はできず，釜山市の広安里海水浴場沖が，ソウルオリ

ンピックのヨット会場に決定されています。ここは釜

山の中心部が近くで，海陸あわせて23万m2あり，ポ

ンツーンで500隻は係留できる東洋一の大ヨットハー

バーｶ建設されることになっています。第7回のアリ

ランレースのころはその威容を現し，第8回のころは

ここに係留できるようになっていることでしょう。

《微風の中，オールフェア》

5月3日，釜山ヨット協会や，韓国海洋大学の協力

で，釜山港入口にスタートラインがつくられました。

正午，南の風1m/sの中を全艇オールフェアでス

タートしました。

しかしこの風はすぐにやんでしまい，全艇カームに

つかまってしまいました。

ちょうど引き潮で，西から東へと全艇流され始めま

した。アンカーを慌てて打つ艇も，水深があり，何本

ものロープ・をつなぎ合わせるため，船上は「てんやわ

んや｣です｡中には,近くの五六島に押し流されて,ポー

トフックで岩を押す寸前までいった艇もありました。

1024m/bという高気圧のど真中にいる我々にも，

午後3時ごろには南の風2～3m/sが吹き始め，全艇

クローズホールドで，対馬北端の三島灯台を目がけ，

電承,h禽一＝函

－
－鞘 群窯

釜山港（海洋大学前の泊地）

た｡この瞬間が,アリランレース中の最高の光景で,｢往

路の回航に参加せずして，アリランレースを語るなか

れ､/」と言われる由縁でもあるようです。

例年のごとく，領海まで韓国の海軍に出迎えてもら

う中を，5月1日午前9時，釜山港内の韓国海洋大学

前の泊地に全艇アンカーをうちました。

一

<ソウル五輪にかける
｡

韓国ヨットマンの熱い意気ごみノ〉

5月2日，宿舎の釜山ホテルには，釜山ヨット協会

の関係者や，韓国海洋大学の学生など，女性2人を含

む20人ほどが集まり，レース参加の日本側と懇談会を

開きました。一行の中には，キングセールの庄崎義雄

氏や，玄海支部の計測員など専門家も揃えたことも

あって，艇の性能やセールの製造などにもかなり突っ

込んだ質問が出ました。また，レーティングの問題や，

競技ルールの質問など幅広い質問が続きました。

また，韓国側では，現在クルーザーを持てる状況で

はないので，次回のアリランレースには「日本から艇

をチャーターできないか？」との質問もあり，玄海支

部では，「韓国からの参加こそ待ち望んでいたことで，

ぜひ検討したい｡」と約束しました。

こうした質疑応答の中に,1986年のアジア競技大会，

1988年のソウルオリンピックを控えた韓国ヨットマン

達が，かつて日本のヨットマンが東京オリンピックを

垂
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レーススタート（5月3日12時）釜山ヨット関係者との懇談会
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走り始めました。その風もやがて西へシフト。リーチ

ングとなり，夕暮時には，スピンが次々と開かれてい

ます。

《国境の海，対馬海峡》

今，我々がひた走るこの海は，太古日本人の祖先が

朝鮮半島から移住してきたと同じコースで，3世紀の

魏志倭人伝にもそのことが記してあるところです。

思うにこの海峡があったために，神功皇后の任那出

兵や，元の日本侵攻，そして秀吉の朝鮮出兵などとい

う野望が遣えました。また，東郷元師率いる帝国連合

艦隊が，ロシヤのバルチック艦隊を撃破，日本に勝利

をもたらしたのもこの海でした。

近くは李承晩ラインのために，日本の漁船は随分と

苦しめられました。そして国際情勢の緊迫で，アメリ

カ艦隊の遊七や，ソ連軍艦の海峡通過など最近は日常

的になっています。

往路はソ連艦が，我々の艇列の前を日本海から東支

那海へと抜けてゆき，それをP2Vが偵察するという

風景が見られました。またこれらは，対馬北端にある

自衛隊の基地内に，釜山市内の一軒一軒が見える高性

能昼夜兼用TV望遠鏡が据え付けられ全部ワッチさ

れています。

このように，この海がある故に日韓の両民族に，あ

る時は僥倖をもたらし，ある時は友好を阻んできまし

た。

この10年，我々は「一衣帯水」の隣国を遠く阻害し

てきたこの海を通して，近くて遠かった韓国との親善

に力を注いできました。そして今，再来年の再会を約

束して帰途に着いているのです。
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表彰式：総合優勝くさくら〉の艇長田中貞治氏

《対馬沖で再スタート》

5月4日朝。あたりが明るくなると，凪につかまっ

た艇団があちこちに数えられるようになりました。日

がすっかり昇り，数を数えると，全艇が2～3浬の範

囲にすっぽり入るところでじっとしたまま漂っていま

す。

まず，東にいた4～5艇が，東南の沖ノ島方面へ動

き出し,1時間ぐらいの間には全艇風を拾って走り出

すという再スタートになってしまいました。

例年では全艇がゴールしている昼頃にやっと4～5

m/sの風が吹き出しましたが，風向は南で，クローズ

ホールド。マストトップリグに有利となりました。

夕方には雨が降り出し，沿岸部が近くなるにつれて

激しくなりました｡小呂ノ島から博多湾内にかけては，

視界はゼロに近く，灯台の視認は全くできなくなりま

した。おまけにこの付近は本船の航路になっているた

め，セールの陰からいきなり本船が現れるという始末

で本部からは無線で，レーダー・リフレクターを掲げ

るように指示が出されました。D･Fも荒れてきた海

ではあまり役に立たず，ロランを積んだ艇が，自艇の

位置を正確につかみ，タックをし

《
〉

ていきました。

その中を，まず地元博多フリー

トのくマリエ〉が，ラム・ライン

付近の細かいタックを繰り返しな

がら，最短コースを走って，4日

23時45分49秒にフイニツシユ。続

いてこれも博多フリートのくさく

ら〉が，36時間44分38秒で入り，

修正で総合優勝を飾りました。

西内海支部と，玄海支部の「ア

メリカズカップ」といわれるピッ

グボートのファーストホーム争い

は，今回もまた玄海支部が勝ち，

5連勝となりました｡記録の方は，

凪のため，前回くジグザグ号〉が

たてた13時間38分10秒のコース・

レコードには遠く及びませんでし

た。

注目のピーターソン42の同型艇

3艇の争いは,15秒間隔でブイ
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ニッシュするというきわどい争いで，これまた地元の

く玄祐〉が勝ち，遠来組が涙をのみました。

修正順位では，ヤマハ26Cのくカムカム〉が，初出

場ながら2位にくい込み，同じく3位にはピーターソ

ン30のくレデイーバード>’4位には鹿児島のくどおも

んじよ>(DOU-34)と，並いる新鋭艇を押しのけて，

重たいクルージングタイプ°の艇が上位を占めたのも，

また今回の上りが多く，無風に悩まされた気象条件下

での結果だったようです。

このほか，筑前大島方面で，海上に漂泊していた漁

船のシーアンカーを巻きこんだく畔奈>が，リタイヤ一

したのが惜しまれましたが,どの艇も人身事故はなく，

無事帰港できました。

今回のレースの上位着順の艇は，そのほとんどがロ

ランを積んでおり，視界が悪くなった時にその威力を

発揮，勝負の分かれ目になったようです。

〈注意にまさる技量なし/〉

今回もまた事故がなく，玄海支部発足以来，否，そ

れ以前からの無事故の記録を続けてきたわけですが，

「安全第一」は，福元玄海支部長から年頭に出された

今年の目標でもありました。

今回のレースにも当然安全面の注意が有吉安全委員

長から喚起されました。

ハーネス，ライフジャケット着用はもとより，コッ

クピットやコンパニオンウエイ入口のハーネス用アイ

の設置。バウ・ワーク用のコックピットから，バウま

でのワイヤーの取り付け。メインコンパニオンウエイ

ハッチは，艇の内外から開閉できる強固な固定装置を

取り付けるなど，多項目にわたる安全備品や装置の取

り付けが義務づけられました。また，この注意は通達

だけでなく，有吉安全委員長みずからが各艇の安全を

チェック，安全検査合格証明書を発行，この証明がな

い艇のエントリーは認めないという強い方針で臨みま

した。

ただ苦言を呈するならば，往路は特に，比田勝～釜

山間は機走して，全艇一緒に入港することを韓国側か

ら通達されているため，機走力，つまりエンジンの整

備は絶対の条件でしたが，博多～比田勝～釜山と走る

うちに，エンジン不調の艇が続出。フィニッシュ後，

税関桟橋まで機走する時までに6艇も不調を訴え，ほ

かの艇に曳航されました。これも，日ごろエンジンを

長時間回して機走することが少ないために生じたこと

と思いますが，エンジン不調も一歩間違えば，人身事

故へとつながる恐れがあることから，今後への大きな

反省材料としたいと思います。

〈アリランレースの国際化を／〉

ともあれ，友好と無事故の記録を伸ばして第6回ア

リランレースも無事終了しました。しかし友好には終

わりがありません。それどころか，親善の風が今やつ

（6）

と日韓相方から吹き始めたばかりといっても過言では

ないでしょう。

あと10年，あと20年後には,韓国のヨット界は,我々

の想像も出来ないような素晴らしい発展が見られるこ

とでしょう。とともに,玄海支部ではこのアリランレー

スが今後ますます発展し，他のアジアの国々の人々を

含めた大国際レースに発展していくよう，支部長以下

一丸となって努力していきたいと念願しています。

また，優勝？

片倉静江

去る3月中旬，琵琶湖で行われたJ-24世界選手権

大会への日本選抜戦で，小戸ハーバーから出場した4

艇中，〈ホンキイトンク〉とくアポロニヤ〉が1位，

2位をしめ，〈アルフィ〉，〈小梅>もいい成績を収めた。

これでホンキイとアポロは，6月，スウェーデンのマ

ルモで開かれる大会へ出場することになる。

これをチャンスに，選手以外の人達も観戦をかねて

渡欧する動きが出た。小戸ハーバーの,J-24花の5

人娘も，外国での海戦の模様など，下見に行っては？

いつかそのチャンスが巡ってくるかもしれない。

外国人とレースをする場合，相手に呑まれることが

ある。4年に1回のオリンピックで，実力が出せない

まま消えていく優秀な選手の何と多いこと！負けて

はいけない。「リメンバー，パールハーバー」などの

意地悪な言葉を後で聞いたら，黙って引き下がらず，

振り返って「それとこれとがどういう関係がおあり

で？」と，問い正すべき。ましてや，あれは奇襲攻撃

ではなかったと発表した人が現れたし，戦争を知らな

い世代の選手ばかりなんだから堂々と行こう。雰囲気

に呑まれてはいけない。

九州の片田舎のミス蛙も，このチャンスにマルモか

らほど遠くない西ドイツのキール港に住む親友を訪

ね,帰路ピレウス港(ギリシャ）に入港予定のく貿易風〉

の雀共に会って．．…･と企画をたてたが，ボーナス前だ

ということに気がつきオジャン。また，6月は休暇が

取りにくい。今回の全日本大会出場者の中にもサラ

リーマンが2～3人いるが，お遊びのヨットレースに

出場するための休暇を許可した理解ある上司，いい同

僚に囲まれたラッキーな人達，マルモでは大いに「実

力」を発揮することを祈るのみ。優勝？もういい。

倦きた！

F、

垂
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第2回

J-24関西選手権レース報告

第2回のJ-24関西選手権レースは下記のとおり極

めて盛大かつ好評のうちに終了しました。

〈日程〉

58年3月17日～18日計測，登録

19日第1レース，第2レース，パーティー

20日第3レース，第4レース

21日第5レース，表彰式

なお，第3レースと第5レースはノーレース

〈場所〉

ハーバー大津市柳崎ヨットハーバー

〈支援者〉

レース委員長森岡忠美（日本ヨット協会理事・日本

J-24クラス協会準会員）外5名

ジュリー秋山福夫（日本外洋帆走協会理事・日

本J-24クラス協会準会員）

支援ボート京洛日産・進藤翼（日本J-24クラス

協会正会員）

計測日産マリーン部･G23[渡辺修治(嘱）

高橋太郎，金指昭郎，山下精一〕

陸上本部日産マリーン部･G22田原秀夫，外

2名

〈支援ポート〉

コミッティーボート辻村安太朗1隻提供

プレスボート京洛日産2隻提供

マークポートマリンオフイス・フジタ

2隻提供

く成果〉

■パーティー

19B1800より琵琶湖ホテルにおいて150人が参加し

て盛大なパーティが開かれました。現地フリートによ

る企画で数々のアトラクションがあり，大いに盛り上

がりました。

■レース

J-24,31隻によるレースは，さすがに迫力があり，

スタートからフィニッシュまで息をつかせず，終始緊

張がみなぎっていました。その中でも，紅一点のくレ

ディーファースト〉チームが，強豪男性チームと覇を

競うなごやかさもありました。

また，第3レース（ディスタンスレース）では，琵

琶湖大橋の下を,31隻のJ-24が横一直線に並んで通

下し，1マイル北のマークを一団となって回航すると

いうﾊブﾆﾝグもありました｡

（
）

レース海面

Ⅷノで
一

バー

なごやかな雰囲気で．･･･”

7

碁生

識

マーク回航するくアボロニア〉総合2位

(7）



蕊
､抑

い水域での初の大レースとなったため，主管の琵琶湖

フリートに大変苦労をかけることとなりました。しか

し，地元ヨットマンの秋山氏，森岡氏の強力なご協力

に支えられて，フリートキャプテン辻村氏，副キャフ°

テン榎本氏をはじめとするフリートメンバー，マリン

オフィス・フジタおよび南波氏の熱意と努力が実っ

て，レースは予想外に盛大かつ好評のうちに終了する

ことができました。このことは,J-24の普及へのは

ずみをもたらすものであり，ご支援下さった地元ヨッ

トマンおよび運営に当たられた琵琶湖フギートの皆さ

んに心より感謝します。（文・写真:J-24クラス協会）

※お知らせ

′85年のJ-24ワールドは日本で開催されることにな

りました｡海域は三河湾,ホストマリーナは日産マリー

ナ東海で11月に行われる予定です。

剛
､恥

鰯瓢．’〃
k魚j坪…雨賊霧郷

大混乱のﾏｰｸ回航

く感想〉

今回の関西選手権レースは，ワールド選考レースを

兼ねることとなったため，昨年の全日本選手権レース

の参加26隻を上回る31隻(うち23隻が遠征チーム)と，

空前の規模となりました。しかも日産系マリーナのな
一

第2回J-24関西選手権兼'83ワールド選考レース成績(58.3.19-21鎚琶湖）
第4レース 終

位
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』魁
剛
』
ず

第1回

J-24クラスレデイス
チャンピオンシップ

礎f懇 1
醗…

霧
｛し

第1回J-24レデイスチヤンピオンシップが日本J-

24協会の主催（主管は西宮フリート）で4月29,30の

両日，好天の西宮港で行われました。

このレースは，我が国初の女性のみによるクルー

ザーレースであり，早くからヨットマンやマスコミか

ら注目されていましたが，好天に恵まれ，マスコミ等，

多くの観覧者に見守られ，また，地元西宮フリートの

献身的運営により,極めて好評のうちに終了しました。

出場チームは，クルーザーレースやディンギーレー

ス経験の豊富なチームもあり，またレース経験の少な

い新人チームも含まれていましたが，結果的には経験

の差がはっきりと成績に表れたようです。

上位のl～3位チームが常にトップ°争いをしてレー

一

｡:鳶

器,

鱗』

いまにも黄色い歓声が聞こえてきそう

スを盛り上げたこと，地元チームの中のレディー

ファーストチームが善戦した点が注目されました。

下位の新人チームも，このレースで大いに刺激を受

けたようです｡経験の差が出たとはいえ,すべてのチー

ムがこのレースに興味を示し，ぜひ今後も続けたいと

希望していますので，今後のレディスレースの発展が

期待されます。（文．写真:J-24クラス協会）

＝旦

一

琴露寸

蕊§

~

日本で最初のJ-24の女性チーム〈レディーファスト>(右） マーク回航する優勝艇くピンクキッス〉

一

第1回J-24レデイスチヤンピオンシツプ成績表58.4.29-30(西宮港）

点
２
％
７
５
４
１
２
３
４

・
４
８
４

ス
４
弱
晴
一
嘔

白

９
３

順
３
鯲
１
２
４
５
８
７
６
０

１
’
点
財
５
７
４
２
３
６
０

“
８
０
９
Ｗ

－
３
粥
曇
一
・

Ｔ
１
６
Ｎ

頂
１
４
２
５
７
６
３
ＥＲ

占
”
９
０２１

レ
２
１
ノ
ー
レ
ー
ス
／
雨
一

負
４
８

１

点
‐
〆
０
０
７
５
６
４
３

４
〔
ｘ
〕
ｎ
門
）
加
曇
一
Ｗ

１

Ｑ
Ｑ
Ｏ
６

慣
１
Ｓ
Ｓ
２
４
３
５
６
１

，
，

坐
ユ

ー
１
２
３
４
５
６
７
８

合
順
総
窯
邪
暗
加
噛
蝿
皿
喝
８

イ
２
２

セール

No．

ム
ト

ｋ
盾艇名チーム スキ･ソハー

｡

点
９
％
６
３
５
４
１
２

４
８
６
Ｗ

５
ｍ
晴
一
Ｓ

順
２
鋼
１
３
６
４
５
８
７
０
１
２
４

３
ダ

土屋美紀子

高野由美子

森山美保子

中嶋美津子

大月美津子

熨斗谷千尋

高原宏子

小柳了美

日

間

候

速

向

関
一
博
一
沼
一
中
一
西
一
西
一
中
一
西

東
一
多
一
津
一
部
一
宮
一
宮
一
部
一
宮
一
月
一
時
天
一
風
一
風

ピンクキッス

リトルママ

スイートポテト

ピニヤコラーダ

レディファースト

チサトレテ・イス

フイリー(仮）

オルフエ
サ

獅
一
疵
一
価
一
細
一
辨
一
秘
一
蜘
一
梱

ン－ガル

ドンキー

JJ

ドナルド

・し／テ、イ
ーファースト

チサト

E、T

ORFE

ノ
ー
レ
ー
ス

注：ピンクキッスの（-30％）は反則に

対するペテルティーであI)、本レー

ス委員会が本大会特別規則を適用し

得点にペテルティーを課したもので

す。
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第8回五ヶ所湾レース成績表

着順｜艇＊｜所要時間|TCF|修正時間|#雛クラス

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
、
哩
凹
叫
鴫
恥
Ⅳ
鴫
四
加
創
塑
羽
幽
閉
妬
”
詔
酌
測
訓
詑
羽
拠
弱

ピンド

カレラ

コルセア

セレーネ

ミル

マ－ク

NOBODY

踵良

朝烏

モランボン

ララ10

ジャストV

ガリバーII
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国利

第8回五ヶ所湾合同レース

恒例の五ケ所湾合同レースは，5月1B0300,衣浦

港より51艇がスタートを切りました。

知多，握美，志摩半島と複雑な海岸沿いを走るこの

レースは，毎年，岸か沖かとスキッパーにとっては年

に一度のギャンブルレース｡微風のスピンランで師崎

伊良湖水道をかわし，プロパーコースで滑る艇群も，

大王崎を過ぎるころは岸と沖コースに分かれ，フィ

ニッシュ時点では混雑するほど大小仲良くゴールイ

ン。今年もやはり岸寄りが有利だったようです。

ヴィーヴルオーシャンクラブの屋内貸切パーティー

では,活魚料理とテンダーの中いっぱいの缶ビールに，

お腹を十分満たして，カラオケあり，福引きあり……。

数々の賞品を両手でかかえて帰るクルーの姿が印象的

でした。

D－I

※

※スタートコミッティーのため27分遅れスタート

DNF酒'月~､飛鳥、ｸｵｰﾀｰｱｯブﾙ､ﾀｲﾄﾚｽ､ﾆｭｰギﾆｱ、

ライデント、オデ･ｿセイ、オーパスII､桃青､プラズマ､富士II

ニー､そこのけ､パンディナ、シュビシュパ､きんとんうん

‐
ト
ー
一
Ｆ

房E

いよいよヨットチャートについて…………………大橋郁夫

既報の，日本水路協会の事業であるヨットチャート

の発行（東海水域分）が本決まりになり，今年中に出

来上がるとのことです。

最近打ち合わせ過程で，図割りを基本的に考え直す

意向が水路協会側から出され，当方としては少々戸

惑ったのですが，改正案にもそれなりのメリットがあ

るので，その比較検討と経過を報告します。

原案は，図番H-131(1/20万)で当水域全体をカバー

し，その中の要所要所をH-185(三河湾),H-186(烏

羽付近),H-187(志摩南岸）の3枚（各1/3万程度）

で拡大するという考え方でした。

改正案は,1/7万5千を原則として，

H-185三河湾全部～富貴～中山水道

H-186立馬岬～野島～神前崎～安乗崎

H-187菅崎～大王崎～神ノ島～贄湾口

の3枚を互に重なり合う連続図とし，さらに,H-131

(1/15万）で烏羽港以北，佐久島へ伊良湖岬以西の知

多湾・伊勢湾全部をカバーするというものです。

原H-131号の当水域の各基地を一枚に収めて見られ

るというメリットはなくなりますが，実際の海上では

必要性が薄いし，それより本海図1051(全判）に近い

作業が改正131(1/4判）で済むので，三重県の方々に

は朗報です｡名古屋港・木曽川のやや奥まで入ります。

改正H-185は，豊橋港ブイ，馬草ブイ，河和港，衣

(10)
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小判の本海図またはその一部を切り出したものが使え

ます。1051,1053などの全判海図を艇内で扱わなくて

も済むのは，ハーフトン以下にとって好都合だと思い

ます。

なお，すでに東京湾では，湾奥から野島崎沖までカ

バーするH-171～174の4枚続き図がl/7万5千で完

成しています。水路協会ではヨット用の沿岸図として

この縮尺を標準化し，順次，日本全国に広げたい意向

のようです。それに合わせた航法用具の開発（航法図

版というものがありましたね）などまで考えると興味

のある問題です。関東支部・本部の航海術の専門家連

中がタッチしておられる様子なので，将来の発展が楽

しみです。

浦防潮堤沖ノ瀬ブイを含み，三河湾内のレースを完

全にカバーできます。本海図1052を西へ伸ばし，半分

の面積(2/3の長さ）に縮めたと考えればよいでしょう。

改正H-186は，本海図1053を南にズラし，周図のム

ダを切り取って，さらに長さ2/3に縮めたわけです。

原案の186が鳥羽・的矢の湾内の詳細図だったのに対

し，改正案は接近・通過用の図という性格になってい

ます。

改正H-187は,本海図78の北と西方を少々付け足し，

長さで約半分にしたものです。

従来どうも連絡の悪かった志摩半島東岸が，改正の

186と187で分かりやすくなりました。

鳥羽湾内，布施田水道，師崎水道，それに五ヶ所湾

内等は，もう一段大縮尺の図が必要ですが，いずれも

（
一

1983年初島レース報告 前田泰明レース委員長

桜前線北上とともに，関東水域で今年度のオープニ

ングレースともいえる初島レースが，4月2日クラス

I～Ⅳ16艇，クラスV～Ⅶ16艇，計32艇の参加を得て

行われた。当日は，発達しながら通過した北日本にあ

る低気圧の影響を受け,SWの風15メートル前後，波

高3～5メートル，強風波浪注意報発令下でのレース

で，ハードな展開が予想された。

0730,シーボニア・キヤプテンズ・ルームにて出艇

申告を開始したが，2月号のオフショアでお知らせし

た，「出艇申告の際NORCメンバーズカード（コピー

可）がない乗員については非会員扱いとする」につい

て，レース申し込み時に事務局より出艇申告の際必ず

提出するよう各艇に伝達してあったのに，当日持参し

ない艇が相当数あり，受付が混乱してしまった。そこ

で急きょNORC帆走委員長の武市氏と協議の結果，

今回は適用しない(注；次回から適用される)，という

ことで受付を開始した。

0830,艇長会議を開始。帆走指示書次に横須賀海

上保安部からの注意事項について説明し，艇長会議終

了後，直ちにスタートライン設定のための準備に入っ

た。0945,出航。1100のスタートに間に合わせるよう

ライン設定作業をしたが,強い風と波のため手間取り，

1105,クラスI～ⅣのAクラス艇がスタート。ほぼ全

艇ポートタックの豪快なセーリングで，

<sHINKIRo>,<FORTYm>,<MARTHA>が素

晴らしいスタート。全艇オールフェアにて一路初島へ

クローズホールドで走り去り,1120,クラスV～ⅦのB

クラス艇がスタート。<GAMERA>,<HISHAKAKU>,

<SAMOA>が良いスタート。

全艇オールフェア，コミッティーもほっとしていた

ところ,<DOLLYI>と<SUMMERKNOWS>力亙

何かトラブルの様子。近づいて来た<DOLLYI>

を見ると，マストカ苗前に倒れそうになっており，衝突

事故を起こしたためのリギントラブルと分かった。

セールを下ろし，エンジンにて帰港するのを確認し，

陸上本部開設のため我々もアンカーを揚げた｡原因は，

ポートタック艇<SUMMERKNOWS>がスターポー

ドタック艇<DOLLYI>の下側をベアウエイした際，

ブローによる強いウエザーヘルムのため，シートのリ

リースカヌ間に合わず<DOLLYI>のポートサイド

に衝突したものである。ダメージを受けた両艇ともリ

タイヤ－した。

1600,DNFしたクラスBの<RODEMV>が帰港

したので，艇長にレースの模様について聞き，かなり

ハイペースなレース展開であることを予想し,1630

フィニッシュライン設定のためコミッティーポートを

出港させた。出港の際，コミッテイーポートのレース
いかだ

委員に対し，例年は取り払ってあるべき昆布筏が，

今年は港内の半分ほどの面積を占有しており，夜間入

港するレース艇のことを考慮して筏との距離を十分取

を行<<LAZYALBATROSS>と
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るよう，また，筏に近づいた艇に対しては，サーチラ

イト等で注意するよう指示した。最初はかなり沖に投

錨したが，強い風と波の中で走錨の心配もあり，長時

間待つ乗員のことを考え，また，シーポニアヨットク

ラブのベテランの意見も聞き，小網代港の内側，例年

設定される位置への移動を無線で指示し，ラインの延

長上には障害物が無いことを確認の上，設定した。

大型艇有利の予想通り,Aクラスの<SHINKIRO>

が,18時24分51秒着でファーストフイニツシユ。所要

時間7時間19分51秒。13分遅れて<LAZY

ALBATROSS>,更に,<GEKKOV>と続き，クラ

スBでは,<GAMERA>が20時7分5秒着，所要時

間8時間47分5秒で,その後<SAMOAV>,<MAMI>

と続く。その間，数艇が，フィニッシュ後，昆布筏に

乗り入れたとの通報を受け，急いでシーボニアに連絡

し，処置について依頼する。2130までの間,5艇の艇

長からDNFしたとの報告を受けた。その中でも，

<MERLuzAm>は初島手前でディスマストし，海

中に落ちたマストを全員で艇上に引き揚げ，エンジン

にて無事帰港したとの報告を受けた。人身事故がな

かったのでほっとする。

2130にフイニッシュした艇以降，今回初参加のミニ

トン<BLUEPALSAR>一艇を待つだけとなった。

クラスⅥ～Ⅶの他艇はすべてDNFしており，強風下

のレース心配と同時に頑張ってるなあと感心する。一

方，何処かへリタイヤ－しているのではないかとも考

え，確認作業に入ったところ,2315,コミッテイーポー

トより，沖に航海灯が見えると連絡が入り，やがて

<BLUEPALSAR>と分かる。23時44分3秒フイニッ

シュ。健闘し，無事帰港した<BLUEPALSAR>に

対し，全員思わず“ヤッター”と大喜びであった。結

果は，32艇出艇,RET2艇,DNF5艇。フアース

トフィニッシュ,Aクラス1位，総合1位と

<SHINKIRO>が完全優勝した。Bクラス1位は

<GAMERA>であった。

今回一部の艇からレース直後，フィニッシュライン

の設定に関し，コミッテイーに対して強い口調の批判

があった。また後日，昆布筏のロープが切れたことに

ついてその所有者である漁民から,NORCに何らか

の見解を出すよう強い要求もあった。昆布筏の航路側

には，閃紅浮標が点灯していたのであり，夜間入港に

際してはサーチライト等も十分活用し，更にワッチ体

制を強化していたらば，昆布筏の存在を確認出来たと

思われる｡筏乗り入れ艇の事故報告の原因の一部には，

「フィニッシュ直後の気のゆるみ｣，「昆布筏がこんな

所にあるとは知らなかった｣，という報告例もあった。

出来れば，スタート前にフィニッシュ海面を確認して

おくこと，夜間入港時のバウワッチを強化することな

ども必要かつ重要であろう。自艇の安全は自艇の責任

で守るのが原則であり，レースの運営は多数の人達の

無償の協力と努力で成り立っていることを自覚し，

フイニッシュ後は，「ご苦労さん」の一言を常に忘れ

ないで欲しいと思う。

なお，昆布筏乗り入れ事故の報告は3艇からありま

したが，他にあれば，今後この問題解決のため再度報

告をお願い致します。

一

第3回小笠原レース成績表
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'BS大阪世界帆船まつり
今年は，大阪城が築城されてからちょうど400周年

に当たる。また,1958年以来大阪市が進めてきた海面

埋立による土地造成が完成する年でもある。この記念

すべき年を｢大阪築城400年まつり」として盛大に祝い，

記念事業として「世界帆船まつり」が開催される。

この記念事業は，①帆船まつり参加国と大阪，日本

との相互理解と友好親善を深める，②大型帆船を通じ

て海事思想の普及と高揚をはかる，③港のもつ国際

性・文化性を高めるとともに，人々が，夢とロマンに

みちた海・港・船に親しむ場とする，などを目的とし

て大阪市が主催し，本年10月22日出から1週間ないし

10日間，大阪湾および大阪港一帯で行われる。

主な行事は,帆船パレード(10月23日),一般公開(10

月24日～)，クルーザーレース(10月22B),クルーザー

パレード（10月23日）などである。

以下はクルーザーレースの概略です。

１
１

（
）

レース方法

責任の所在

クラス別でレースを行います。

本レース委員会は，規則に従いその運営

に最善をつくしますが，ヨットレースの

国際慣例に基づき，レース艇がスタート

するか否か，またレースを続行するか否

かなどの決定は，各レース艇の責任で行

うものといたします。またレースの主催

者，運営者は参加者および参加艇の傷害

や損害に対して，一切の責任を負わない

ものといたします。

乗員は2名以上，上限は艇の検査での乗

員規定数とします。

規定の順位賞（クラス別）の他，楽しい

賞および賞品を用意しています。

l艇につき4,000円

1名につき1,000円

申込用紙は下記あてにご請求ください。

注：出来るだけ，ヨットクラブおよびマ

リーナー単位でまとめてご請求<ださ
1，

VIC

'83大阪世界帆船まつり・

帆船歓迎記念ヨットレース
乗員規定

主催WELCOMETALLSHIPMEMO-

RIALREGATTA実行委員会

主管日本外洋帆走協会内海支部

関西ヨット協会

後援朝日放送㈱関西ヨットクラブ木場

ヨットクラブサントピアヨットクラブ

須磨ヨットクラブ徳島外洋帆走協会

浜寺ヨットクラブ的形ヨットクラブ

日程スタート昭和58年10月22日出

レセプション昭和58年10月22日出

パレード昭和58年10月23B(日）

（注．くわしくは帆走指示書に記載いた

します｡）

コース大阪湾南部～大阪港外の海面(約15マイル）

（レース海面の詳細は，帆走指示書に記

載いたします｡）

参加資格全長19呪以上のキャビンおよびバラスト

キール付きのセーリングクルーザー（エ

ンジン付き）で,アマチュアが所有する

艇。

適'用規則1981年IY.RU規則，本レース帆走

指示書によるものとします。

安全規則船舶安全法に基づく，日本小型船舶検査

機構の検査済（限定沿海区域以上）の艇

に限ります。

賞および賞品

参加料

レセプション料

申込方法

‐

！

〒552大阪市港区築港2－1‐2

社団法人大阪港振興協会内

a(06)571-2200It)

ｳｴﾙｶﾑﾄｰﾙｼｯﾌﾟﾒﾓﾘｱ

ﾙレガッタ実行委員会

お申し込みは，上記あてに所定の申込害

に出艇料およびレセプション費を添えて

昭和58年6月1日より8月20日17時まで

にご送付ください。

整理の都合上，申し込み日時は厳守して

ください。

(13)
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第9回オレンジカップレース成績表(4/29～5/1 ＊印はペナルティー順位
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－
８
｜
”
’
㈹
｜
師
一
詑
一
泌
一
犯
一
恥
一
羽
一
拠
一
調
一
加
一
四
一
吃
一
調
一
吋
一
昨

８
’
９
｜
①
｜
哩
一
鋤
一
④
昭
一
謁
一
妬
一
茄
一
塑
一
釦
一
略
一
”
｜
犯
一
羽
一
刀
加
一
過
一
㈹
｜
蛇
一
“

０
２
１
２
２
０
０
５
５

１

２
６
０
３
７
０
６
３

６
４
｜
氾
卵
沌
弼
師
一
一

５

１

６
７
７
７

１

１

１

１

１
１

１

１
１

剥
一
泌
一
犯
一
Ⅱ
｜
蛇
一

空ル
ー
岬

恥
一
唾
一
理
一
唾

第2回オレンジフェステイバルレース成績表（5/1）
オレンジカップレース総合成績 クラスI(雑オレンジカップ第4レース)|クラス11

順位｜艇名艇極｜順位｜艇名’艇櫛順位’艇 名’艇柿

奎
以
《
且
全
泓
』
且
坐
以
一
Ｍ
全
Ｍ
一
Ｍ
土
工
釦
Ｍ

ｉ
ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ

ｌ
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ

YOKO－32

NAKA－31

NIC－30

NAKA－31

TAKA－30

YOKO－31

NAKA－31

DUB－32

TAKA－36

YOKO－32

位
位
位
位
位
位
位
位
位
位

１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅲ

ミスターグーフイー

ノくンごベール

マーマレード

ユーホー

アルビレオ

テンンョ〆

レイラニ

ハンドスパン

プルメリア

モーランV

フイテーリア2

ウイザード4

エバーマゥント

リバージュ

Ijj波行

インプレ‘ソショノ

バリアント

タック

模

|、ツプオプザモーニンク

NAK－31

HOL､26

DOU－30

TAKE－33

T＆P－42

JOY－26

DOU､30

PASA

VENT－F

Y－33

位
位
位
位
位
位
位
位
位
位

１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅲ

フイデリア2

スイートプロンディー

エンズビル

ウイザード4

ミストレスノ､ナ

カザ7

トーゴⅧ

クルージャー

トップオブサモーニンク

背波行

YOKO－32

YOKO－32

YAMA－34R

NAKA－31

DOU－38

TAKA－41

HOL－41

YOKO－32

YOKO､32

TAKA－30

参加44艇 参加26挺参j川44艇

(14)
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車 イスの人魚インド編
＆＆ワワロ、~

フイアーナが海に原ろ日⑩
［．

［
錘

g1

石井浩一・フィアーナ

このハウスボートの周囲には，常に数十羽のアヒル

群団が泳ぎ回っていました。彼等は，実に食欲旺盛で，

水に漂っている物なら無差別に手当たり次第に口にし

ていました。その浮遊物の中に，我々の体内より廃棄

される非栄養有機物集団が含まれているとは，つゆ知

らず.．…．。

ある朝早く，ハウスボート屋のおやじがやってきて

「今日は，あなた達のために，スペシャルランチを作

るから,こう御期待のほどを./｣と言い残して町へ買い

物に出かけて行きました。我々も早朝からジタールと

近所の子供達を連れて（というよりも彼等に連れられ

て）公園に遊びに行き，午前中を過ごしました。昼過
ひるめし

ぎにボートにもどると，親父の予言通り豪勢な昼食が

用意されていたのです。「ひょっとしたら割増し料金

を取られるのでは？」と思えるほどのものでした。

「うまい.／うまい.ﾉ」の連発で，出されたものす

べてをたいらげてしまい，「特に，あのスープとこの

ソテーは絶品だったねえ／」などとフィアーナがアブ

ドールに世辞を言っていると，「そうだろう。うちの

アヒルは大事に育てているから……｡」と目を輝かせ

ながら得意気に水辺を指さしています。そこには無残

にも羽根だけが散らばって浮いていたのでした。最も

新鮮な材料を使って作ってくれたのはいいのですが，

彼等が何を食っていたか目撃しているだけに，また，

彼等と仲よくなっていただけに，手ぱなしで喜べませ

んでした。

この家族にいろいろとお世話になり，我々のバケー

ションを大いに楽しませてもらったので，チップをは

ずみ，そしてこっそりジタールのポケットにいくらか

のお金をねじ込み，このハウスポートをあとにしたの

です。

再び空路でニューデリーを経由し，ボンベイに足を

向けたのですが，今度は冬から夏へ逆もどりです。暑

くて，じっとしていても汗がしたたり落ちてきました。

ボンベイは商業港があり，エキサイティングタウンと

いううわさを耳にしたのですが，僕等はあまりこの町

にはなじめませんでした。

というのも宿探しの時に一もんちゃくあって，この

土地に対して印象を悪くしたのも一因です。我々の条

件に折り合うところがなかなか見つからず，一組の

ヨーロッパ人のカップルに推められて泊ったところ

は，壁はベニヤで間仕切り程度，背の高い人は上から

見えるし，しゃがむと下からもまる見え，ドアがあっ

てもカギカヌかからないというおそまつで，宿泊料だけ

は並以上というひどいところでした。荷物を部屋に置

いと<わけにもゆかず，外出の度に持ち歩くはめにな

りました。その格好で海岸まで行き，落陽を見て近く

の高級ホテルで食事をしたことぐらいしか覚えていま

せん｡こういうところに長居は無用と南下を決め込み，

マドラスに向かったのです。

途中ゴアという海の美しいリゾート地があったので

すが，素通りしました。というのも，マドラスには大

きな目的があり，そのために先を急ぐことにしたので

す。それは，インドではかなり有名な人物で，サイバ

バという生き神様みたいな人がいて，彼に一度是非

会ってみたいと思ったからです。

我々は非常に興味を持ち，彼にぜひ会ってみたいと

いう気持が強くなるのを押えきれず,だめでもともと，

当たって砕けろという心境で，彼の定住地マドライに

向かう決心をしたのです。彼は過去に随分と多くの体

の不自由な人々を元の体にもどしてあげたとのことで

す。フィアーナは特にそうですがミひょっとしたら､

という期待を膨らませたのでした。

デリーの飛行機会社のオフィスに出向き，マドライ

行きの予約をしようとすると，3週間先まで満席との

ことでした。この時はどうしてもという気持が強かっ

たので，いろいろな手で交渉してみましたが，どうに

もならず，じゃあ近くのマドラスで待機しようという

ことになりました。ところが，こういうことを考える

のは我々だけではありませんでした。結局マドラスで

もニューデリーのケースと同じように，かなり待たさ

れることにばり，うまくスケジュールの調整がきかず，

彼との対面は果たされずに終わりました。「きっと近

い将来その夢を果たせる日がくるよ」とお互いになぐ

さめあったものです。いつの日か再びインドに行く

チャンスがあれば，再度挑戦しようと思っています。

水辺のハウスボート

（
）

一
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｢海の旬間｣のお知らせ

今年も7月20日から同31日まで，下記の要領で｢海

の旬間｣が実施されますのでお知らせ致します。

昭和58年｢海の旬間｣実施要領一運輸省

第1目的

「海の旬間」（以下「旬間」という。）は，四面を海

に囲まれた我が国にとって国民生活と密接に結びつい

ている海の重要性，とりわけ我が国の将来の発展に必

要不可欠である海の開発および利用の重要性につい

て，広く国民の関心を喚起するとともに，海洋環境の

保全，海上における安全の確保等に関する健全な海事

思想の普及を図り，もって海洋国家日本の発展に資す

ることを目的とする。

第2基本的な方針

第1の目的を達成するため，「海にひらこうわれら

の未来｣をテーマに,運輸省が中心となり，海運造船，

港湾，水産の関係者等海を生活の場としている人々を

はじめとする国民の「旬間」行事への全国的な参加を

図ることにより，一般世論の盛り上がりを喚起するも

のとする。

第3期間

「旬間」は，7月20日（｢海の記念日｣）から7月31

日までの12日間とする。

なお，この「旬間」を効果的なものとするための諸

準備および周知活動を行うため，7月10日から7月19

日までの10日間を準備期間とする。

第4主催

「旬間」の主催団体は,運輸省,海上保安庁,気象庁，

日本小型船舶検査機構，海上災害防止センター，（財）

日本船舶振興会，日本海事財団，（財)日本海事広報協

会，（社)日本海難防止協会，（財)日本海事科学振興財

団，（社)日本港湾協会，（財)日本水路協会および(社）

日本海員披済会とする。

第5組織

「旬間」を強力に推進するため，中央においては主

催団体で構成する「海の旬間推進委員会」を設置し，

総合的な実施計画を作成して，その実施に当たり，地

方においては各海運局(海運監理部を含む｡)および沖

縄総合事務局が中心となり，関係行政機関および団体

等で構成する「海の旬間実行委員会」を設置し，各地

域ごとの実施計画を作成して，その実施に当たるもの

とする。

第6実施事項

「旬間」の期間中においては，下記の実施事項を極

力広範囲に実施するとともに，これら以外の事項につ

いても,地域の特殊性を考慮して,｢旬間｣の趣旨にそっ

た有効な事項をおりこみ実施するものとする。

なお，周知活動については，準備期間も含め，広範

囲に実施するものとする。

記

1．マスコミ，掲示物等による周知活動

(1)白書等の発表

「海上保安の現況」および「日本海連の現況」を

作成し，発表する。

(2)ポスター，字幕等の作成・掲示

「旬間」のテーマおよび「海の記念日」をモチー

フにしたポスター，字幕等を作成し，広範に掲示を

行う。

(3)広報資料の作成・配布

「旬間」の趣旨を周知するための広報資料を作成

し，広く一般に配布する。

(4)テレビ，ラジオ等による広報

テレビ，ラジオ，週刊誌等を通じ「旬間」の目的

を達成するための広報活動を実施する。

(5)配布物による一般への周知

各種配布物を作成し「旬間」行事を通じて広く一

般に配布する。

2．実施行事

(1)記念式典

「海の記念日」記念式典を開催し，海事功労の顕

著な者に対して表彰を行う。

(2)海上・街頭におけるデモンストレーション等

海上パレード，街頭パレード，フェスティバル等

のデモンストレーションを実施するほか，図画，写

真コンクール等を開催する。

(3)体験航海等

青少年を対象とした体験航海および体験乗船を実

施する。

(4)船舶，研究施設等の一般公開を行う。

(5)講演会，映画会等

海洋に関する講演会，映画会，海事ゼミナール等

を開催する。

(6)訪船指導，無料健康相談等

海洋汚染防止，海難防止のための訪船指導，船員

等を対象とした無料健康相談を行うほか，港内，海

浜等の清掃を行う。

(7)海洋スポーツの振興

ヨット，モーターボートへの体験乗船および各種

競技会を実施し，海洋スポーツの振興を図る。

(8)汽笛の一斉吹鳴

7月20日（｢海の記念日」）正午を期して汽笛の一

斉吹鳴を行う。

(16)
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鞘

レースのお知らせ知
生‐たFﾜーゥィ

■最終打ち合わせ会

7月16B(gt),1700～1800油壺三崎マリン事務所前

■ちびっ子ヨットレース前夜祭

7月16B(1),1800～2200油壺三崎マリン事務所前

■会費上戸2,000円下戸1,000円子供無料

お問い合わせ，ご意見はNORC(a03-504-1911)

事務局にお寄せ下さい｡(連絡ノートを備え，必ず電話

でご案内，お返事をいたします｡）

寄付金および労力提供のお願い

下記のように寄付金を募金いたします。また，労力

提供は，実行委員会にお電話下さるか，打ち合わせ会

にご出席下さいますようお願いいたします。

イ．銀行振込三菱銀行大伝馬町支店

（普）027-4283408三浦市ちびっ子レース

清田博

口．油壺受付三崎マリン(s0468-82-6081)フロント

ハ．当日受付当日会場で受け付けます。

●江ノ島～清水レース
－

－

江ノ島～清水レースも早第10回を迎えました。第1

回より数々の艇が腕を競い，相模湾と駿河湾の海を楽

しんで(苦しんで)，回を重ねてまいりました。一時は

80艇にもなった参加艇も減少傾向にありますが，今回

NORC駿河湾支部発足10周年と相まって盛大に行い

たいと思います。皆様，奮ってご参加下さるようご案

内申し上げます。

〈レース実施要項〉

主催NORC本部

日時昭和58年7月16日出～17B(日）

スタートAM1000(申し込み締切日は7月1日）

コース江ノ島～清水

適用規則帆走指示書による

賞従来通り（参加全艇に記念品）

申し込みNORC本部，駿河湾支部

一般事項については帆走指示書による。

なお，泊地について

1週間以内，清水湾船だまり（昨年と同じ）

l艇,1B1,000円

※艇長会議は7月15B(金)1830～2000

（
一

－

●ビッグボート

シリーズレース

ビッグボートクラフ

本格的なレースシーズンを迎え皆様方もお忙しい

日々を送られていることと存じます。過日’83ビッグ

ボートシリーズの開催地である関西ヨットクラブで山

田<TOGO>,山口<KO-TERUTERU>,荒井くクリスチー

ヌ>，野村<NOMI>のオーナー諸氏と打ち合わせの結

果，レース日程が下記のように決まりました。内容は

ビッグボートの全日本にふさわしくするべく，現在，

関西ヨットクラブを中心に素案作りを急いでおります。

皆様方には，出場準備をお願いするのと同時に，関

西にてオーナーズミーティングを行いますので，ぜひ

ご参加下さいますようお願いいたします。

また，周囲でクラブ未加入，出場希望の方がござい

ましたらご紹介下さるようお願いいたします。

記

’83ビッグボートシリーズ日程

8月13日出ショートレース(KYC)

14日（日）シヨートレース(KYC)

15日（月）ショートオフショア(KYC→サントピア）

20日仕）ロングオフショア(サントピア→KYC)

21B(日）ロングオフショア(サントピア→KYC)

●1983年三浦市ちびっ子

ヨットレース型司

－

夏の熱気予告のような毎日ですが如何お過ごしで

しょうか。さて，恒例の三浦市ちびっ子ヨットレース

を下記のように計画いたしました。地元の子供達に

ヨットとの出合いの場をつくり，相互の親睦を深める

ため，ぜひ計画へのご参加と，寄付金にご協力をよろ

しくお願い申し上げます。

1983年ちびっ子ヨットレース実施要領

日時昭和58年7月17日（日）

場所神奈川県三浦市三崎町諸磯漁港

参加資格小学3年以上中学まで

詳細はNORC(a03-504-1911)内実行委員会まで

実行委員会準備要領

■第1回打ち合わせ会6月13日（第2月曜）

■第2回打ち合わせ会7月11B(第2月曜）

1830～2130虎ノ門船舶振興ビル4階(NORC)

(17）
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ビッグボートクラブ・オーナーズミーティング(関西）

6月18日出1700～甲陽園「播半」

●第1回木更津やっさいも

つさい踊り＆ヨットレース

第1回やっさいもつさい踊りヨットレース実行委員会

関西には，今年で11回目を向かえる「あわ踊り」が

あり，関西のヨットマンはいいなと思っている関東の

ヨットマン出番です。

毎年8月14日に，木更津の町で行われる上総版あわ

踊り「やっさいもつさい」とドッキングして，東京湾

から三浦半島一帯のヨットマンの腕前と踊りをきそっ

て頂くイベントを企画いたしました。

「やっさいもつさい」とは，49年にスタートした上総

版のあわ踊りで，毎年8月14日には木更津の町が，踊

るあほう1万人・見るあほうあわせて3万人の人が夕

方の6時から9時まで，3時間たっぷり汗を流す大イ

ベントで木更津の町が熱気でむせかえります。その内

へヨット連として参加します。

第1回やっさいもつさい踊り・ヨットレース実施要領

日程58年8月14B(日）

場所木更津市および港外

主催やっさいもつさい踊りヨットレース実行委

員会

主管ドルフィンクルージングクラブ

協力木更津市観光課，木更津市観光協会，木更

津市青年会議所，㈱セントラルボート

内容くヨットレース〉

木更津港沖から勝山沖浮島往復のヨット

レース

〈やっさいもつさい踊り〉

ヨット連を作り，そろいのTシャツで踊り

に参加する

く前夜祭〉

バーベキューとビヤーパーティー

賞典優勝～5位カップ

ファーストホーム賞

参加賞

参加費レースエントリーフィl艇／5,000円

パーテイーフイ1名／2,000円

1名（女性)/1,000円

募集数100艇(600～700名）

募集方法パンフレット，専門誌告知，協会誌告知，

パブリシティー

イベント告知（取材予定)T・V,新聞，専門誌ほか

申し込み問い合わせは

ドルフインクルージングクラブ事務局大島まで

TEL(0438)23-2091

ー

●1983年ミニトン

全日本選手権レース
－

主催

担当

主管

期間

ホーム

ポート

開催場所

‘レース

日程

適用規則

参加資格

参加申込

(18）

(社)日本外洋帆走協会西内海支部

日本ミニトン協会

日本ミニトン協会松山支部

昭和58年10月7日(翁～11日㈹

島マリン和気ヨットハーバー

愛媛県松山市和気町2丁目番外1-1

堀江湾を中心とする斉灘

10月7日（金）搬入受付インスペクション

出艇申告艇長会議

10月8日出

①レース（オリンピックコース）

②レース（オリンピックコース）

10月9日旧）

③レース（ショートオフショア）

10月10B(祭日）

④レース（オリンピックコース）

④レース終了後，⑤レース（ロングオフ

ショア）

10月11日㈹

⑤レース終了後，表彰式

A…1980年NORC外洋レース規則

B…1983年ORC特別規則－4

C…1983年NORC安全規則-C

D…1983年JORまたはIOR

E…1981年～1984年IYRR

F･･･帆走指示書

G…レース実施要項

1.NORC外洋レース規則4条による参

加資格を有すること。ただし，艇長を含

む乗員数およびエントリー人員は次のと

おり。

乗員数3名エントリー数6名以内

2．適用規則B,Cを満たし,1983年JOR

またはIORによる有効レーティングを

有し,17.4フィート以下の艇であること

3．日本ミニトン協会の会員艇であること

入会金5,000円

年会費2,400円

※入会は出艇申告時でもよい

A.申込先

日本ミニトン協会松山支部

〒790松山市南町2丁目5-17

TEL(0899)41-3325

一

＝
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B.申込方法

所定の用紙に出艇料をそえて申込先へ郵

送すること用紙は請求のこと

C.申込締切

昭和58年9月28B(Zk)1700

D.レース参加料

30,000円（ただし，レース期間4日間の

乗員の昼食代を含む）

E.乗員参加料

l艇につき6,000円

申込先に同じ

詳細はレース実施要項，帆走指示書による

11月2日（水)1000～オリンピックコース(30マイル）

網代沖

11月3日（木)1000～ロングオフショア

熱海～神子元島(反時計)～佐島沖観測ブ

イ（反時計)～神子元島(反時計)～大島

（反時計)～熱海

11月5日(ja)1800～ウェルカムパーティー熱海後

楽園

11月6日（日)1000～オリンピックコース(30マイル）

※なお引き続き，本レースの詳細を7月号でお知らせ

いたします。

出場艇数について

l)17チームを限度といたします。

2)17チームを超えた時には帆走委員会が調整いたし

ます。

3）チーム編成が出来ない支部については，他支部と

の混成チームも可能です。

連絡先

その他

●全国支部対抗レース
（
一

帆走委員長武市俊

第1回全国支部対抗レースを下記の通り開催するこ

ととなりましたのでお知らせします。

レース日程

10月29日(ja)1100～1600インスペクション

熱海港にて

10月30日（日)1200～ショートオフショア

熱海～神子元島(反時計)～佐島沖観測ブ

イ（反時計)～熱海フィニッシュ

※風向により逆コースもあり

11月1日（火)1000～オリンピックコース(30マイル）

網代沖

●熱海レース日程変更
－

関東支部・帆走委員長宮坂敬三

熱海レースの日程を下記の通り変更いたします。

（旧)11月4日㈹0800スタート小網代～熱海間

（新)11月5日(t)1000スタート小網代～熱海間

申し込み締切日，出艇申告および艇長会議について

は変更ありません。

あなたのクルージングに安心を乗せて
一

｢船舶電話」潮風のメッセージを運ぶ。

船舶電話があなたの海の休日を

より楽しく安全なものにします.′

忙しいあなたもこれさえあれば

安心です'

弓

黙
勵
い

⑳日本船舶通信株式会社
ﾛ総問い合せ先捧:朧磯二縦

(19)
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NORC協会ニュース

泊地対策委員会レポート

泊地対策法律110番を開設

泊地対策委員長平野喜美夫

さる3月29日（火)18時30分からNORC本部会議

室において，泊地対策委員会3月例会を開催した。

当日の出席者は，菅原留意(葉山)，平田克己(三崎

マリーン)，名当英臣(油壺)，大河原孫一(佐島)，石

川宗八郎(諸磯)，高木伸学(シーボニア)，鈴木博士(木

更津),平野喜美夫(シーボニア),下川肇・上原幸子(船

橋)，藤森紀明(横浜)。‘

出席者から各クラブの保管料値上げ状況について報

告があった。今回は特に葉山マリーナの料金体系と料

金表について，これまで他のマリーナに比べ大幅な値

上げとなっており，注目された。

なお，シーポニアヨットクラブの高木伸学氏（弁護

士）が出席，泊地に関する法的問題について，いろい

ろお話を聞くことができた。

今後は顧問として，泊地対策の法律110番の担当相

談者としてご協力いただけることとなった。

相談をご希望の方はNORC本部事務局あて，でき

れば書面で相談事項を申し込んで下さい。

また，2月7日に開催した2月例会で，58年度の泊

地対策委員会方針害を承認この方針に基づき，今後

の委員会活動を実施することとなった。その内容は次

のとおりである。（全国マリーナ実態調査の結果は次

月に発表）

58年度NORC泊地対策委員会方針書

1．現状の把握

(1)57年度実施した全国マリーナ等実態調査データの

整理と発表(OFFSORE等に発表）

(2)過去10年間における保管料等変動データの公表

（地域別）

2．後ろむきの対策

(1)保管料値上げに対し，極力おさえるための運動を

展開

(2)無認可停泊に対する対策の協力

①係留認可問題のPR(法律110番の開設）

②鳥羽レースフイニッシュ艇対策

3．前むきの対策

(1)泊地建設の促進（陳情作戦を含む）

①公共一横須賀・熱海・静岡・千葉等

②第3セクター，民間一神奈川・東京・千葉等

(2)漁業組合とのタイアップによる漁港利用の促進

（農林水産省）

4．組織と編成

(1)関東支部管下の分担1本部と支部の組織線引と分
(2)全国各支部の分担I担
5．全国的に泊地施設建設に対するNORCの積極的

な協力

58年度泊地対策委員会関東支部のメンバーは次のと

おりで，各支部の泊地対策委員については担当委員を

選出方，各支部に依頼中である。

NORC関東支部泊地対策委員会委員名簿

委員長

平野喜美夫〒248鎌倉市笛田1152-21

a0467-31-1956(自）

03-404-3311内2344(会）

委員

羽柴宏昭〒238横須賀市坂本町2-24

念0468-24-0377(自）

0468-22-4000内2438(会）

平林滋〒150東京都渋谷区神宮前1-14-4

念03-478-5703(自),03-404-5411(会）

亀井澄夫〒248鎌倉市大町2-4-7

a0467-24-8204(自),03-400-2044(会）

矢吹秀邦〒150東京都渋谷区西麻布1-2-9

a03-408-1016(自),03-502-3021(会）

菅原留意〒249逗子市久木3-10-22

念0468-71-3962(自),0468-61-5111(会）

大河原孫一〒114東京都北区王子2-15

a03-911-2334(自）

鵜飼恒〒154束京都世田谷区三軒茶屋2-14-10

ロイヤルMS.三軒茶屋602

a03-410-0553(自）

横沢真則〒177東京都練馬区谷原5-14-17

念03-997-6036(自）

草間信二〒192八王子市子安町2-31-21

念0426-42-5389(自),0426-42-7191(会）

種村道彦〒130東京都墨田区干戈2-5-4

名当英臣〒251藤沢市藤沢2481

念0466-81-8290(自),03-409-7551(会）

古川保夫〒140東京都品川区大井5-16-16

a03-771-5434(自),03-474-3570(会）

下川肇〒281千葉市長作町1385-33

念0472-57-4384

平田克己〒107東京都港区南青山5-1-10-1205

冠03-407-6100(自),045-662-1321(会）

川久保史朗〒187小平市小川町1-823

(20）
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カップレース，浮島ショートオフショアレースを行っ

ています。レース熱もさかんです｡中央のレースには，

YA-33のくクレインⅡ〉およびYA-26Sのく快進丸〉

がたまに出かけて行く程度です。出来ればNORC

レースを東京・千葉・横浜に，というのがクラブメン

バーの願いです。特に浦安地区の歌田氏、石井氏も現

泊地問題も含めて共通の願いのもと，フリートを拡大

してゆく所存とのことです。

査0425-65-0266(自),0423-41-3290(会）

石川平八朗〒194町田市つくし野1-36-28

念0427-96-9362(自)，03-403-9203(会）

藤森紀明〒236横浜市金沢区町屋町21-7

き045-781-8228(自）

竹下義紀〒335蕨市南町2-31-12

冠0484-45-5045(自),0482-53-0571(会）

鈴木博士〒273船橋市宮本4-18-8-503

念0474-31-7085(自)，0474-78-8734(会）

石井孝〒272-01千葉県葛飾郡浦安町美浜

4-4-1004

金0473-53-2606(会）

稲葉文則〒413熱海市林ケ丘18-5

念0557-82-3492(自)，0557-81-9257～9

頒布物品のお知らせ

泊地対策委員会からのお知らせ

木更津ヨッテル新設バースのご案内をいたします。

(NORC会員艇，若しくは入会希望艇を対象）

◎30呪まで，5バース

◎40呪まで，2バース

係留代1Fにつき1万円（年間）

入会金ほか，30万円より（全長により異なる）

〔連絡先〕

木更津市富士見3-1-22セントラルボート㈱

ヨッテル管理者大島博まで

金0438-23-2091（月曜定休）

または，

船橋市宮本4-18-8-503

NORC木更津フリート結成準備委員会鈴木博士

a0474-31-7085(夜1100まで可）

＊

なお，木更津ヨッテルとは，㈱セントラルボートが

中心に,木更津市ヨット協会を形成し,千葉県より木更

津市内の中ノ島公園近くの海域を借りているもので

す。管理は㈱セントラルボートが行っています。

そして，クラブとして，木更津市ヨット協会の下部

組織として，ドルフィンクルージングクラブを形成し，

毎年3月～12月まで9回のポイントレース，ヤマハ

一

<通信委員会より＞

電波航法機器,SSB無線送受信機などを各メーカー

の協力で，クルザー仕様の機器を開発，会員の皆様に

頒布いたします。ご希望の方はNORC事務局（電話

03-504-1911)にご連絡下さい。

頒布品は，本体および標準工事材料を含んでおりま

すが，取付工事，調整，取り扱い説明および電波申請

は含んでいません。SSB無線送受信機以外は，電気

の知識があれば，マニアルを参考に標準工事材料を用

い，自分で取付，調整が出来ます。

〈協立電波〉

衛星航法装置RU-307型特別会員¥635,000

会員会友￥660,000

ｵブｼｮﾝ:ブﾘﾝﾀｰ,などあり｡

〈光電製作所〉

。pラン航法装置LR-757型特別会員¥514,800

会員会友¥561,600

〈古野電気〉

・ロラン航法装置LC-55型特別会員¥454,000

会員会友￥474,000

《
）

ｵブｼｮﾝ:なし。

。pラン航法装置LC-70型 ０
０
０
０
０
０
３
５

銘
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〈
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別
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特
会

オプション：プリンター，コースレコーダーなどあ

り

･ファクシミリFAX-108型特別会員¥630,000

会員会友￥685,000

全世界の気象ファックス，共同通信ニュースなど受

信可能

く八重洲無線〉

･SSB無線送受信機FT-400C型

特別会員￥498,500

NORC専用波を含む7波実装ずみ

郵政省型式認定品
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木更津ヨッテル全景：中ノ島公園よりDボートで通う。

若しくはモーターテンダー使用 (21）
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<ACR社〉

･EPIRBクラス"B''RLB-12型

特別会員￥95，000

FCC,コーストガード型式認定品

郵政省型式認定申請中

くセナー㈱〉

・ロラン航法装置TI-9000型特別会員¥230,000

会員会友￥250,000

時間差表示のみ

。pラン航法装置1024型特別会員¥403,000

会員会友¥420,000

〈日本無線〉

・ロラン航法装置JNA-770型

特別会員￥575,000

会員会友￥600,000

・オメガ受信機JLA-104型特別会員¥935,000

会員会友￥977,500

上記2機種はDC24V仕様です。

※SSB無線機およびEPIRBについての電波申請は，

NORCが代行申請します。

<事務局より＞

本誌2月号と4月号の2回にわたり紹介いたしまし

た高性能・全天候型マリーン専用双眼鏡“スヮロス

キー《ハピヒト》SL7"の発売を記念いたしまして，

NORC会員に限り，先着50名の方に特別価格にて頒

布できることになりましたのでお知らせいたします。

定価145,000円

NORC会員価格129,000円

関東の方は事務局にて，それ以外の方には直送させ

ていただきます。（送料は無料）

申し込み先〒105東京都港区虎ノ門1-15-16船舶振

興ピル4階㈱日本外洋帆走協会

TEL(03)504-1911～4

(AM9:30～PM7:00)

同じく本誌で紹介いたしましたブレザーと小笠原記

念Tシャツはおかげさまで完売いたしました。どうも

ありがとうごさいました。

なお1次の方々のブレザーが出来上がり,NORC

に届いておりますので，ご来社をお待ち申し上げてお

ります。（大石，浜本，亀井，前田，大山，川島，柿崎，

亀田，石井，志村，持丸，川辺，倉本，高橋，鈴木，

黒田，斉藤，深田，池本，佐藤の各氏）

また,Tシャツは6月25日に出来上がってまいりま

すので,入金いただきしだい郵送させていただきます。

振込先：住友銀行虎ノ門支店普通口座No.289150

（社）日本外洋帆走協会

料金：各サイズとも1枚2，000円

送料:1枚250円（枚数の多い方は250円×枚数分）

以上よろしくお願い申し上げます。

／ワワ1
1台ムノ

帆走委員会よりのお知らせ

海上保安長よりレースのたびに下記のような指導を

受けております。つきましては各レース委員長および

参加各艇におきましては十分注意して下さいますよう

お願い申し上げます。

＊

レースの実施に当たっては，参加艇の動静留意，安

全指導および緊急事態発生時の早期対応について，海

上保安当局の協力が必要と思われますので，各レース

委員会におかれては，おおむね下記事項を，レース海

域を管轄する海上保安部(署)に通報するようお願いし

ます。

なお，レース海域の全部または一部が特定港の港域

（港則法第3条2項）にかかるときは，あらかじめ港

長（海上保安部長が併任されている）から港内行事許

可（港則法第32条）を受けてください。

1.レース名，期間，スタート日時，コース，距離，

参加予定隻数，レース委員長名，レース本部の所在

等（レースの約10日前までに通報。ただし，レース

が一般船舶の安全航行に影響する恐れがあるときは

約3週間前までに通報）

2．参加各艇の艇名，セールナンバー，大きさ（全長

またはトン数)，オーナー住所氏名，乗組員数，艇

長氏名，通信要領等（艇長会議終了次第）

3．スタートの日時，隻数，参加人員海上模様等（ス

タート終了次第）

4．毎日の航海状況（各艇またはトップ艇，ラスト艇

の位置，海上模様，リタイヤー艇その他異状の有無

について情報入手次第）

5．海難その他緊急事態発生時の速報(情報入手次第）

6．レース終了の日時,異状の有無（ラスト艇フイニッ

シュ次第）

7．その他海上保安当局から通報を求められた事項

8．参加艇数が多いとき，並びにレース距離が短いと

きは前記2，4について適宜内容省略の可否を当局

と打ち合わせすること）

関東支部帆走委員長変更

についてのお知らせ

帆走委員長武市俊

鎌田稔前帆走委員長が仕事等の都合により，このた

びやむなくお辞めになることとなりました。長い間関

東支部委員長としてご活躍いただき大変ご苦労さまで

した。新たに外洋レースの経験豊富な<FuJIm>の

ｰ

へ

且巴
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宮坂敬三氏が関東支部帆走委員長として5月21日の初

島レースより手腕を振っていただけることとなりまし

たので報告いたします。

琴塞軍蓋な舞車汽申差車環恥＝軍霊奄塞軍霊寧塞車霊蓮蒲、琢申汽恥藍、霊亟君聡霊唾墓喰＝、茎、墓、墓、＝▼〆

新登録艇の紹介i
セール番号，艇名，帆装，フリート，全長×J

水線長×巾×吃水，オーナー名，その他の順l

；☆印は会友艇
灰今基迅蓉車琢誼蒄金詫唾蓋垂藍唾汽車一､三℃三も_霊唾蓉､琢寧蒲､笥蓮毒虫霊唾舞曲茎唾舞車＝取舞、茎､三℃ユ

31680DYSSAT&P44矢ノ島マリーナ13.4X

11.0×4.25×2.40小森一男

2600ノーボデイタカイ30碧南市新川港9.34X

7.10×3.20×1.855山口幸-/艇名の由来：艇名を

考えていたころ，ちょうどクルーの一人が深夜映画で

「ノ一ボディ」という題名の映画を見て意味を調べた

ところ，「無名の人」となっていたので，クラブの新

会員としてぴったりだと思い,ノーポディに命名した。

／抱負：今まで通りレース中心にやっていきたい。／

クルー：ヨット歴3年目の杉浦政光，呉山義一，そし

て新人の松本久明。/NORCへの要望：一般参加の

気楽なレースをたくさんやってほしいと思う。まだど

のような組織かわからないので。

3184BAKU(F)タカイ-36サントピア10.78

×8．100×3.600×2.000大森一智，中川晴雄，堀田

昌宏／艇名の由来：その名の通り，みんなの夢を食う，

という意味もありますが，どちらかというと，お金ば

かり食べる艇かも……。／抱負：やはりレース活動を

主にやっていきたいと思います。／クルー：安田眞，

葉田博昭，小松一雄，口分田眞，西之辻徹，柏元孝博，

日高久夫，吉田典子，ほか多数の方々/NORCへの

要望：いつも思うことですが，関東支部や本部主催の

レースでは，島回りのオーバーナイトレースがかなり

あるのに，内海支部主催の場合は，少々回数が少ない

のではないかと思います。こちらでは，適当なコース

を引ける海面が少ないとは思いますが，色々と工夫し

ていただきたいと存じます。

3188SWEETBRONDYYOK-32関西ヨットクラ

ブ

2220慎記郎CAS-38三崎マリーン’1.42×

9．414×3.78×1.980

3008KAZAHAYAⅢ横山30島マリーン8.98X

7.20×3.30×1．75木下詔-

3207DANCINGPRINCESSCORVET宝田

7.04×6.20×2.40×1.20吉野煕道，広藤新二，石原

隆文(共同）／艇名の由来：踊る小さな王女のように，

軽やかに走らせたいとの希望から命名しました。／抱

負：十分に時間をかけて練習し，レースに参加したい

と思います。/NORCへの要望：内海で島めぐりを

していると，漁師の人々がヨットに強い興味を示して

(23）

話しかけてくることがあります。お互いに理解しあえ

るような，よい企画を考えていただけたら“…．，と思

います。

3211MERCUREⅢヤマハ30S鬼崎8.97X

7.33×3.20×1.75大矢隆，浅野正昭，小林豊二，品

川誠,鈴木諭,富田孝,永井通雄,中川憲治,西川昭男，

服部正裕，萩沢昌二，村嶋潔吉田辰三（共同）／艇

名の由来:<MERCURE>(メルキュール)もオセアン

22からはじまって，やっと三代目になりました。／抱

負:10年前に<MERCUREI世〉を中心として8人

の共同オーナーでスタートしたメルキュールグループ

も，メンバーがふえ，家族がふえて実に35人の大ファ

ミリーになりました。どちらかというとファミリー

セーリングになりがちな気分をこの際グッとひきしめ

て，やるぞ今年も草レース。欲をいえば，パールレー

スで4個目の銀盃を手にしたいが．.…･･

3195蛙ヤマハY21S松山市和気港6.43×5.30

×2.48×1.30池田仁／艇名の由来：艇名を考えてい

た時，偶然，蛙のお守りが目にとまり，それが非常に

ユーモラスでほほえましかったから。／抱負：できる

限り積極的にレースに参加したい。チームワークを大

切にする艇にしたい。／クルー：池田昇次，町田敬，

橘哲一，藤本則彦，山崎坂東

3208MAM|Ⅱヤマハ30Sシーボニア8.97X

7.33×3.18×1.75吉野正紘

2513フルーパルサーハルモトスペシャル江ノ島

5.9×5.5×2.4×1.3黒田高正，前島良紀，池田政寛

（共同）／艇名の由来：メンバーが電気関係のためパ

ルスがひらめき，パルサーという星もあるし，良いだ

ろうとなった。海の上なのでブルーを付けた。その後，

陸上をパルサーというのが動き出したが，当方には連

絡がなく，我々は承認していない。／抱負：なるべく

大きな船に乗り替えず，小型艇の力を十分出すことを

目標にして行きたい。（大きな船はスピードも出るし，

お金も出る。それは最初から分かっているので……｡）

／クルー：藤田利明/NORCへの要望：クラスⅦに

対しても参加のチャンスのあるレースを増やして行っ

てほしい。

3187TRYANGLEⅡ木原30RC名鉄マリーナ

8.99×7.24×3.20×1．85長谷川隆男／クルー：池田

博－，土井徳夫，辻脇久雄，房前一夫，福沢渭美，ほ

か4名
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ｽﾜﾛﾌｽｷー が生んだ､高性能･全天候型マリーン専用双眼鏡。
ユニークな構造と機能的窓デザイン、数々 の特長を備えたﾊﾋ゙ ﾋﾄです。

明るくシャープ｡な視界を持ち、ショック吸収式に内蔵された光学システム

は､製法特許取得。技術革新のﾄｯﾌ゚ を行く中央ピント合わせ装置､ポ

デイーは耐熱．耐寒(+70℃～-40℃)性を持ち､特殊ポリウレタン製

によるソフトなグリップは操作性抜群。どんな条件下て､も、あなたを疲れ

させません。また、水深5mでの水圧にも十分耐えられる完全水密．防

水型ですから、曇りやカビ、腐蝕、塩害等を一切シャットアウト。もちろ

ん水洗いもできます｡またひとつ、海の世界の謎が解けるかもしれません。

オーストリア工業殉isデずｲﾝ賞受賞。
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￥145,000●倍率7倍●対物レンズ有効径50％●ひとみ径7｣恥●明るさ504(薄暮係■■■ー〃ｰｰシ

（高級化粧箱入り）数18.7)●完全水密･防水型●耐熱･耐寒･耐腐蝕ボディー●重量1.0809

豪資料ご希望の方は､下記スrフロフスキー･ジャパンまでお申し込みください｡パンフレットをお送りします。
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